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特集 備えよう！一歩ずつ進む災害対策備えよう！一歩ずつ進む災害対策



2

策対害災む進つず歩一！うよえ備：集特
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●関原コミュニティ
　センター

●大鳥居ふれあいプラザ

玉穂総合会館● 玉穂健康管理センター
三村小学校●

玉穂中学校●

笛吹川

山梨大医学部
附属病院

玉穂保育園

●玉穂南小学校

▲イッツモア
　玉穂店

　高齢者・障がい者・妊婦の方々など、一般
の避難所では避難生活が困難で援護が必要
な市民に配慮した避難施設です。身体状態
や介護の状況を考慮し対象者と優先順位が
決定され、スペース確保や人員配置等の態
勢が整った段階で受け入れが始まります。

福祉避難所

　突発的な災害にも迅速に対応で
きるよう、避難所を始め各地区に備
蓄倉庫が配置され、災害対策用資
機材の整備や食料の備蓄をしてい
ます。また、備蓄で対応できないも
のは市内外の企業と災害応援協定
を締結し物資を調達できる体制を
とっています。
［※ただし、自助活動として『家族
の人数分×3日分の食糧・水等の備
蓄』が災害対策の基本です。］

◆防災備蓄品の整備

　居住場所を確保できない市民を収容し、かつ救護・
復旧等の活動拠点となる施設です。災害状況に応じて、
自治会毎に避難地から指定の避難所へ避難します。

●避難所

新山梨環状道路

●豊富庁舎　●豊富小学校
●豊富保育園 ●豊富保健センター
●農業者研修センター
●笛吹農業協同組合豊富支所
☆豊富健康福祉センター

●

中巨摩広域
勤労青年センター
老人福祉センター

●浅利川ふれあい館

シルクふれんどりぃ●
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★田富庁舎

東花輪駅

◎総合防災公園
　（計画）

　　　　　

　今定例会では、計画されている総合防災公園について説
明を受けました。この公園は災害発生時には救助・復旧のた
めの活動拠点や避難拠点となり、災害発生直後の支援物資
を搬送するためのヘリポートや応急仮設住宅の建設地として
も利用する計画があります。

◎中央市総合防災公園（計画）

　第2回定例会が開催された6月は、千葉県で震度4、群馬県
で震度5、大阪府で震度6を観測する地震が発生し、痛ましい
被害をもたらしました。改めて自然災害の恐ろしさを目の当た
りにしたと同時に、通学路をはじめとする重要箇所の危機管
理体制や常日頃の防災意識を高める必要性を痛感しました。
今号では、8月26日に行われる中央市の総合防災訓練も踏ま
え、市内の防災対策施設について特集します。

　災害発生時の防災拠点として機能するよ
う、庁舎整備事業において耐震性の確保や
水害対策がとられています。建設中の増設
庁舎2階には防災指揮の中枢となる防災対
策室が設置される予定です。今年の第1回定
例会では、市内の状況を多角的に把握し適
切な判断や指示を可能にするため、防災対
策室への情報通信や映像・音響設備を導入
する予算が議決されました。

中央市役所（田富庁舎）

　洪水発生時もしくは発生の恐れがある場合、地域住民等の
一時的な避難施設として、民間企業の施設の一部が無償で使
用出来るよう協定が締結されています。

▲協定を結んでいる民間企業の避難施設（洪水発生時）

▲㈱はくばく
　　中央工場

特 集

策対害災む進つず歩一！うよえ備：集特

▲アピタ田富店
▲オギノ
　リバーシティ店

田富北小学校
●

田富中学校●
田富小学校●

田富南小学校●
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　6月定例会は6月7日から6月21日までの15日間の会期で開催され、市長提案の条例
案件5案件、補正予算6案件、人事案件を含むその他案件10件を審議しました。
　また、予算の繰り越しなど、報告関係6案件が報告されました。

4157万円を追加4157万円を追加
平成30年度一般会計補正予算 総額149億2,607万円に

会　計　名 補正額 総　額

1億2,656万円
4億2,800万円

214万円
135万円

1億8,985万円

3億1,453万円
14億31万円
9,700万円

2億7,238万円
3億1,104万円

【収益的支出】

【資本的支出】

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

田富よし原処理センター事業特別会計

上水道事業会計

平成30年度特別会計補正予算

架け替えが予定されている人道橋（臼井阿原地内）

おもな内容

玉穂庁舎改修工事（子育て支援拠点総合拠点
施設）基本設計業務委託料

・
282万円

私立保育所等施設整備補助金・ 5,451万円

民生費

総務費
小井川駅周辺駐輪場等広場整備工事等［※］・

7,810万円
土地改良施設等基盤整備事業委託料・ 1,871万円
土地改良施設等基盤整備事業工事請負費等・

1億4,800万円

農林水産業費

産業立地事業費助成金・ 5,876万円
シルクふれんどりぃおよび関原峠誘導看板
設置工事請負費他

・
1,048万円

商工費

西花輪地内の道路排水路改修工事（2工区）請負費他・
3,438万円

大鳥居地内の更正橋耐震補強補修工事設計業務委託料・
1,076万円

リニア建設に伴う臼井阿原地内の人道橋架け替え工事請負費［※］・
6,537万円

農村公園多目的グラウンド改築工事請負費他・
2億7,535万円

土木費

豊富小学校仮設普通教室棟設置等工事
請負費他

・
1億483万円

リニア建設に伴う田富北小学校仮設校舎
設置等工事請負費他［※］

・
2億8,655万円

教育費

※リニア中央新幹線の建設に伴う、JRからの補償を受ける事業です。
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おもな条例改正

（国民健康保険税条例の改正）
●国民健康保険税の算定方式と、保険税率が変わります！

◇主な改正内容
・算定方式の改正
・保険税率の改定

…現在の所得割・均等割・平等割・資産割の4方式から、資産割を削除した3方式に変わります。
…医療費分・後期高齢者支援分・介護分、それぞれの所得割率、均等割額・平等割額が改定
　されます。

（放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の改正）
●放課後児童クラブ支援員の資格要件が変わります。

◇主な改正内容
・放課後児童クラブ支援員の資格要件が緩和されます。この改正により、過去に教員免許を保持していた者
　や、5年以上事業に従事しかつ市長が認めたものにも資格が認められます。

その他

・長年にわたり市道として使用されている土地の一部の所有権について、時効取得を原因とした所有権移転
　登記手続を請求するものです。

●訴えの提起

◇事業名（農地耕作条件改善事業　大鳥居地区圃場整備）
目 的

計画面積
事業年度
事 業 費
費用負担

土地の整備により作業効率を向上させ、また、農地を集積・集約することで新規就
農者や新たな担い手、企業への農地の賃貸借を図ることを目的としています。
3.4ha
平成30年度から平成32年度まで
1億5,300万円
国50%、県10%、市・地権者40%

：

：
：
：
：

　土地改良法により、市が計画を定めて土地改良事業を行うためには、あらかじめ議会の議決を
経て、計画の概要を定める必要があります。

解　説

●土地改良事業計画の概要

政策経費11億政策経費11億

人事案件

農業委員会委員1名の辞任により、新たに委員が任命されました。
保坂　元信氏（浅利）

●農業委員会委員の任命



とこたっま決で会例定月6

6

【契約概要】

◇学校給食センターの建設に関わる3件の契約（本体・機械室建築主体工事、新築電気設備
　工事、新築機械設備工事）について、それぞれ議決しました。

○本体・機械室建築主体工事
契約の相手
契 約 金 額

長田組土木・興龍社中央市学校給食センター（仮称）新築（建築主体）工事共同企業体
7億1,604万円

…
…

○新築電気設備工事
契約の相手
契 約 金 額

中央電気・アスロック中央市学校給食センター（仮称）新築（電気設備）工事共同企業体
2億8,512万円

…
…

○新築機械設備工事
契約の相手
契 約 金 額

共信冷熱・渡辺工業所中央市学校給食センター（仮称）新築（機械設備）工事共同企業体
3億5,640万円

…
…

※契約の方法は4件全て、事後審査型条件付き一般競争入札

　地方自治法により、条例によって決められた重要な契約については、個々の契約ごとに議会の
議決が必要とされています。中央市の条例では、予定価格が1億5千万円以上の工事または製造の
請負の契約、もしくは予定価格が2千万円以上の不動産や動産の売買などが対象になっています。

解　説

◇施設の老朽化に伴う、とよとみクリーンセンター（コンポスト施設）設備改修工事の
　請負契約について、議決しました。

【契約概要】
○集落排水機械設備工事一式、
　電気通信設備製作据付工事一式
契約の相手
契 約 金 額

株式会社　西原環境　首都圏支店
5億2,866万円

…
…

●契約締結

コンポスト施設の改修
　コンポストとは、汚泥や生ごみなどの有機物を処理し堆肥を生産する施設です。生産
した肥料は「とよとみクリーン」として販売されています。
　設備の多くが耐用年数を超過し、老朽化による多額な修繕費の発生が懸念されてお
り、肥料も紛体で作業時・散布時に扱いにくいという難点がありました。新しいシンプ
ルな構造の設備を導入することで、故障が減少し点検もし易くなります。また、生産さ
れる肥料も改善され、利便性の向上も期待されます。

コンポストから生産される『とよとみクリーン』
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第1回臨時会 第1回臨時会が5月9日に招集され、市長提案の条例改正の専決処分3件、
補正予算の専決処分2件、人事案件を4件審議しました。また、5月16日の
任期満了に伴う中央市選挙管理委員および補充員の選挙が行われました。

●監査委員の選任
監査委員2名の任期が平成30年5月16日をもって満了することに伴い、新たに委員が選任されました。
乙黒　　環 氏（再任・成島）　　大村　正明 氏（新任・木原）

●教育委員会委員の任命
教育委員会委員1名の任期が平成30年5月16日をもって満了することに伴い、新たに委員が任命されま
した。
矢島　孝雄 氏（新任・極楽寺）

●公平委員会委員の選任
公平委員会委員の任期が平成30年5月16日をもって満了することに伴い、新たに委員が選任されました。
田中　公夫 氏（新任・大田和）　小澤　俊雄 氏（新任・町之田）　米山　健二 氏（新任・浅利）

●固定資産評価審査委員会委員
固定資産評価審査委員会委員の任期が平成30年5月23日をもって満了することに伴い、新たに委員が
選任されました。
田中　　健 氏（再任・東花輪）　加々本哲也 氏（新任・成島）　　河野　　博 氏（新任・大鳥居）

人　　事

（税条例等の改正）
地方税法等の一部改正に伴い、中央市税条例の一部を改正する必要が生じ、平成30年4月1日から条
例を施行するため、平成30年3月31日付で専決処分されました。

おもな専決処分

●条例改正
個人住民税の基礎控除やたばこ税の税率引上げ等の見直し、
また固定資産税の負担調整措置等が継続になりました。

選　　挙

●選挙管理委員および補充員の選挙

氏（浅利）
氏（極楽寺）
氏（布施）
氏（臼井阿原）

有泉　善博
松村みどり
三井　　勝
井上　和男

選挙管理委員

氏（大鳥居）
氏（西花輪）
氏（大田和）
氏（下三條）

櫻井　光一
藤田美智子
馬場　正江
鷹野　啓子

補充員
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条例
案件

補正
予算

○○○○○○○○○○○○○○－○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○－○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○－○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○－○ 承
認

○○○○○○○○○○○○○○－○ 同
意

○○○○○○○○○○○○○○－○ 同
意

その他

人事

専決
処分

・国民健康保険税条例中改正の件
・指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定
　める条例中改正の件
・特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
　基準を定める条例中改正の件
・放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定
　める条例中改正の件
・特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担
　額等に関する条例中改正の件
・一般会計補正予算（第1号）
・簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）
・下水道事業特別会計補正予算（第1号）
・田富よし原処理センター事業特別会計補正予算（第1号）
・上水道事業会計補正予算（第1号）
・一般会計補正予算（第2号）
・権利の放棄
・訴えの提起
・土地改良事業計画の概要
・中央市道路線認定
・契約締結
・契約締結
・契約締結
・契約締結
・農業委員会委員の任命について同意を求める件

※ハイフン（－）は欠席により採決には加わっておりません。

※ハイフン（－）は欠席により採決には加わっておりません。

人事

・税条例等中改正の件

・国民健康保険税条例中改正の件

・後期高齢者医療に関する条例中改正の件

・平成29年度国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

・平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）

・教育委員会委員の任命について同意を求める件

・監査委員の選任について同意を求める件

・公平委員会委員の選任について同意を求める件

・固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件



桃と桜のサイクリング ～リニアライドやまなし中央～

第3回中央市山梨県人会総会

告報政行の長市

9

市民と協働しながら
実り豊かな生活文化都市実現に
最大限の努力を傾注していきます

 

10
周
年
の
節
目
に
「
さ
ら

な
る
成
長
と
発
展
」
を
目
指

し
、
首
都
圏
で
活
躍
す
る
中

央
市
出
身
の
方
や
、
中
央
市

ゆ
か
り
の
方
々
と
市
民
の
皆

さ
ま
が
密
に
連
携
す
る
こ
と

を
目
的
に
平
成
28
年
に
設

立
さ
れ
、
今
年
で
3
年
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。

 
初
の
試
み
と
し
て
4
月
8

日
に
行
わ
れ
、
笛
吹
市
・
甲

府
市
・
市
川
三
郷
町
を
通
る

全
長
53
㎞
の
コ
ー
ス
で
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者

3
4
0
人
の
う
ち
7
割
が
県

外
か
ら
の
参
加
で
、
市
の
魅

力
発
信
と
認
知
度
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

参
加
者
は
現
在
5
2
0
人
。

北
は
岩
手
県
、
南
は
高
知
県

の
遠
方
か
ら
の
参
加
者
を
迎

え
6
月
24
日
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
市
の
魅
力
発
信
の
場
と

同
時
に
、
交
流
人
口
増
加
と

移
住
定
住
に
つ
な
が
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

市
役
所
女
性
職
員
13
人
に

よ
る
「
中
央
市
消
防
団
・
女

性
消
防
隊
」
を
編
成
し
ま
し

た
。
女
性
の
視
点
を
生
か
し

た
地
域
防
災
活
動
や
救
命
講

習
知
識
や
技
能
を
習
得
し
、

き
め
細
や
か
な
被
災
者
支
援

が
主
な
活
動
で
す
。

 

芝
生
化
に
よ
り
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
し
て
の
多
目
的
化
を
図

り
ま
す
。
他
に
も
サ
ッ
カ
ー

大
会
会
場
と
し
て
利
用
可
能

な
グ
ラ
ウ
ン
ド
面
積
の
拡
幅

や
、
夜
間
利
用
を
想
定
し
た

照
明
施
設
の
整
備
な
ど
、
よ

り
幅
広
く
活
用
で
き
る
よ
う

改
修
し
て
い
き
ま
す
。

6 市

の
長

政
行

告
報

中
央
市
山
梨
県
人
会

中
央
市
消
防
団・

女
性
消
防
隊

農
村
公
園
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
工
事

第
1
回
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

マ
ラ
ソ
ン
&
ウ
ォ
ー
ク

桃
と
桜
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

〜
リ
ニ
ア
ラ
イ
ド

　

や
ま
な
し
中
央
〜



改修が望まれる老朽化したB&G海洋センター
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統合を見据え改修を検討する

B&G海洋センターの整備計画は

金丸　俊明 議員

芝
を
全
面
的
に
植
栽

都
市
公
園
整
備
の
進
捗
は

議
員

関　
　

敦
隆

金
丸
議
員　

①
老
朽
化
し
た

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
整

備
計
画
は
。

②
改
修
が
必
要
な
施
設
と
利

用
計
画
は
。

③
健
康
づ
く
り
推
進
に
基
づ

く
生
活
習
慣
病
予
防
の
取
り

組
み
は
。

市
長　

①
プ
ー
ル
施
設
の
統

合
を
見
据
え
、
B
&
G
財
団

の
助
成
金
を
活
用
し
た
改
修

計
画
を
検
討
す
る
。

②
「
市
民
体
育
館
」
は
田
富

北
小
学
校
の
移
転
に
伴
い
新

総
合
防
災
公
園
に
移
設
。

「
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
」
は
豊
富
小
体
育
館

関
議
員　

①
総
合
防
災
公
園

の
植
樹
は
。

②
プ
レ
イ
パ
ー
ク
的
な
ス
ペ

ー
ス
は
。

③
維
持
管
理
費
は
。

④
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事

業
の
状
況
と
民
間
委
託
は
。

⑤
公
園
に
子
育
て
支
援
機
能

は
。

都
市
計
画
課
長　

①
ク
ス
ノ

キ
等
常
緑
樹
22
本
、
イ
チ
ョ

ウ
等
落
葉
樹
55
本
の
他
、
野

芝
を
面
的
に
植
栽
。

②
親
水
空
間
を
提
供
、
遊
具

や
あ
ず
ま
や
を
併
設
す
る
。

③
年
間
経
費
は
約
1
千
万
円

を
見
込
む
。

子
育
て
支
援
課
長　

④
社
会

福
祉
法
人
が
、
「
ち
ゃ
い
る

ど
広
場
」
、
「
ま
ち
か
ど
保

育
園
」
を
運
営
。
指
定
管
理

等
も
検
討
す
る
。

⑤
市
民
の
機
運
が
高
ま
る
な

ど
の
動
向
を
踏
ま
え
検
討
。

関
議
員　

ア
ピ
タ
田
富
店
お

よ
び
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
内
ユ
ニ

ク
ロ
跡
に
つ
い
て
。

商
工
観
光
課
長　

各
施
設
の

管
理
運
営
会
社
や
商
工
会
よ

り
最
新
の
情
報
を
得
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

▼
渡
辺　

亨
議
員

お
よ
び
新
市
民
体
育
館
へ
の

利
用
者
集
約
で
対
応
。
「
浅

利
弓
道
場
」
は
与
一
弓
道
場

と
の
統
合
を
検
討
。
「
豊
富

農
村
広
場
」
は
現
状
の
ま
ま

活
用
。

③
ア
ク
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、

水
泳
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
3
B
体

操
教
室
等
を
開
催
し
、
健
康

の
維
持
増
進
を
図
る
取
り
組

み
を
実
施
。

【
関
連
質
問
】

▼
福
田
清
美
議
員

▼
名
執
義
髙
議
員



問質般一
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ふるさとまつりで防災体験

災害対策は

田中　　清 議員

議
員

小
池　

章
治

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
未
来
を
築
く

市
長
の
政
治
姿
勢
は

田
中
議
員　

①
地
域
で
取
り

組
む
災
害
対
策
と
防
災
運
動

会
の
実
施
に
つ
い
て
。

②
災
害
時
の
「
心
の
ケ
ア
」

の
重
要
性
は
。

危
機
管
理
課
長　

①
今
年
か

ら
、
11
月
3
日
の
「
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
」
で
、
地
震
体
験

起
震
車
、
煙
体
験
ハ
ウ
ス
、

女
性
消
防
隊
に
よ
る
消
火
訓

練
指
導
を
予
定
し
て
い
る
。

運
動
会
離
れ
が
進
ん
で
お
り

現
状
で
の
実
施
は
難
し
い
。

②
保
健
師
を
中
心
と
し
た
医

療
救
護
班
を
編
成
し
、
県
の

災
害
派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム

と
も
連
携
し
対
応
す
る
。

田
中
議
員　

①
発
達
障
害
対

策
と
相
談
窓
口
は
。

②
人
材
確
保
と
専
門
的
な
研

修
は
。

③
こ
こ
ろ
の
支
援
に
つ
い
て

福
祉
課
長　

①
乳
幼
児
健
診

や
集
団
生
活
の
場
へ
専
門
職

が
出
向
き
、
早
期
発
見
、
切

れ
目
の
な
い
支
援
に
心
が
け

て
い
る
。
各
年
齢
、
多
方
面

に
お
い
て
相
談
で
き
る
体
制

と
な
っ
て
い
る
。

②
発
達
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
や
障
が
い
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
「
穂
の
か
」
の
相

小
池
議
員　

選
挙
公
約
実
現

へ
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

質
的
向
上
、
安
ら
ぎ
と
い
や

し
で
生
き
が
い
づ
く
り
、
道

路
・
公
共
交
通
機
関
の
利
便

性
の
向
上
、
お
も
て
な
し
で

地
域
資
源
発
掘
」
の
4
つ
の

公
約
実
現
の
た
め
、
偏
り
の

な
い
行
政
運
営
、
リ
ニ
ア
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
商

工
業
者
の
事
業
継
承
支
援
、

幹
線
道
路
網
の
整
備
等
に
努

め
る
。

小
池
議
員　

①
ご
み
処
理
の

広
域
化
と
、
処
理
場
の
市
内

誘
致
は
。

②
田
富
西
通
り
沿
線
の
土
地

利
用
は
。

市
長　

①
今
年
2
月
、
「
峡

北
・
中
巨
摩
・
峡
南
地
域
ご

み
処
理
広
域
化
推
進
協
議

会
」
が
発
足
。
建
設
候
補
地

は
、
立
地
適
正
や
地
元
の
合

意
形
成
、
周
辺
環
境
へ
の
配

慮
等
、
幅
広
い
角
度
か
ら
検

討
す
る
。

②
一
方
通
行
解
消
の
た
め
、

立
体
交
差
形
式
に
よ
り
昭
和

バ
イ
パ
ス
に
合
流
で
き
る
よ

う
県
の
工
事
が
進
行
中
。

開
発
等
の
需
要
に
応
え
ら
れ

る
手
法
や
用
途
等
の
検
討
を

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

見
直
し
の
中
で
行
っ
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

▼
福
田
清
美
議
員

▼
名
執
義
髙
議
員

談
員
は
社
会
福
祉
士
の
有
資

格
者
。
保
健
師
・
保
育
士
、

教
員
は
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を

受
講
し
て
い
る
。

③
当
事
者
や
家
族
の
方
に
寄

り
添
っ
て
支
援
し
て
い
る
。

専
門
的
な
支
援
が
必
要
な
場

合
は
県
の
事
業
や
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
繋
げ
る
支
援
も
行
っ

て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
義
髙
議
員

今年度結成された女性消防隊

平成42年度末に移転予定の
中巨摩地区広域事務組合ごみ処理場



社会福祉協議会が運営するお出かけサービス
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健やかな育ちを支えたい

すべての子どもを救う支援は

名執　義髙 議員

田
中
議
員　

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
お
出
か
け
サ
ー
ビ

ス
の
状
況
と
、
運
行
範
囲
の

拡
充
に
つ
い
て
。

②
タ
ク
シ
ー
利
用
券
助
成
対

象
の
拡
充
に
つ
い
て
。

高
齢
介
護
課
長　

①
利
用
会

員
53
人
、
利
用
者
延
べ

3
3
3
人
。
運
転
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
22
人
。
エ
リ
ア
は
当

面
は
市
内
。

②
タ
ク
シ
ー
利
用
券
助
成
拡

大
は
考
え
て
い
な
い
。

田
中
議
員　

高
齢
者
の
歯
科

検
診
は
。

健
康
推
進
課
長　

総
合
健
診

で
は
無
料
。
介
護
予
防
施
策

と
し
て
、
健
康
ま
な
び
や
の

中
で
口
腔
ケ
ア
教
室
を
実
施
。

田
中
議
員　

県
外
へ
の
鉄
道

通
学
者
の
支
援
に
つ
い
て
。

政
策
秘
書
課
長　

県
が
行
う

3
年
間
の
効
果
検
証
結
果
を

基
に
判
断
し
た
い
。

【
関
連
質
問
】

▼
金
丸
俊
明
議
員

▼
名
執
義
髙
議
員

名
執
議
員　

①
子
育
て
助
成

制
度
の
現
状
は
。

②
不
妊
治
療
へ
の
助
成
は
。

③
学
校
給
食
費
（
米
飯
）
の

無
償
化
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

①
15
歳

ま
で
医
療
費
無
料
化
の
拡
大

や
第
2
子
以
降
の
保
育
料
助

成
の
他
、
保
育
園
・
児
童
館

な
ど
で
各
種
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。

健
康
推
進
課
長　

②
男
性
不

妊
治
療
費
、
一
般
不
妊
治
療

費
と
支
援
の
拡
充
を
行
っ
て

き
た
。

教
育
長　

③
受
益
者
負
担
と

財
源
確
保
の
観
点
か
ら
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

名
執
議
員　

①
市
職
員
の
人

材
確
保
は
。

②
非
正
規
公
務
員
の
制
度
改

正
は
。

総
務
課
長　

①
業
務
量
の
増

加
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

に
迅
速
に
対
応
し
、
質
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
職
員
数
の
適
正
管

理
を
図
る
。

②
任
用
・
勤
務
条
件
の
統
一

に
努
め
る
。
新
た
な
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
へ
の
移
行

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
木
下
友
貴
議
員

▼
福
田
清
美
議
員

問質般一

拡
充
に
努
め
る

高
齢
者
福
祉
の
充
実
は

議
員

田
中　

輝
美

学校給食を通じて全ての子どもへ支援を
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市民理解に努める

給食センターは

木下　友貴 議員

木
下
議
員　

給
食
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
保
護
者
や
周
辺

住
民
へ
の
説
明
は
。

教
育
総
務
課
長　

市
内
各
校

の
P
T
A
役
員
会
等
に
お
い

て
随
時
、
説
明
を
行
っ
て
き

た
。
リ
バ
ー
サ
イ
ド
第
3
自

治
会
と
協
議
し
、
概
要
を
回

覧
。
広
報
6
月
号
に
も
掲
載
。

木
下
議
員　

市
庁
舎
建
設
に

伴
い
、
健
康
診
断
な
ど
各
種

事
業
の
予
定
変
更
は
。

健
康
推
進
課
長　

今
年
度
よ

り
、
田
富
地
区
の
総
合
健
診

は
、
玉
穂
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
で
実
施
す
る
。

政
策
秘
書
課
長　

市
民
に
直

接
影
響
す
る
の
は
確
定
申
告

と
総
合
健
診
の
み
。

木
下
議
員　

①
基
金
等
の
活

用
で
国
保
税
引
き
下
げ
は
。

②
国
保
法
77
条
に
よ
る
保
険

税
減
免
制
度
は
。

保
険
課
長　

①
基
金
は
税
率

低
減
が
目
的
で
は
な
い
。

②
一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯

に
、
7
割
、
5
割
、
2
割
の

軽
減
措
置
を
行
っ
て
お
り
、

実
情
に
配
慮
し
対
応
す
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
福
田
清
美
議
員

▼
名
執
義
髙
議
員

総
務
教
育
常
任
委
員
会

トーポレ会員委・問質般一

改
修
す
る
農
村
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算

〈
財
政
課
〉

問　

借
金
の
返
済
や
交
付

金
の
減
額
な
ど
、
厳
し
い

状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

今
後
の
財
政
の
見
通
し
は
。

答　

平
成
36
年
度
頃
に
返

済
の
ピ
ー
ク
が
予
想
さ
れ

る
。
負
担
の
平
準
化
を
図

る
た
め
、
財
源
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
事
業
の

財
源
も
見
直
し
を
行
う
。

必
要
性
・
優
先
順
位
を
検

討
し
事
業
を
進
め
て
い
く

必
要
も
あ
る
。

〈
管
財
課
〉

問　

農
村
公
園
の
工
事
に

よ
る
利
用
停
止
期
間
は
ど

の
位
か
。

答　

本
年
9
月
か
ら
工
事

開
始
予
定
で
、
3
月
中
旬

ま
で
の
工
事
期
間
を
予
定
。

問　

維
持
管
理
費
は
。

答　

人
工
芝
の
維
持
管
理

費
は
年
間
18
万
円
程
度
、

夜
間
照
明
の
電
気
料
は
月

額
6
万
1
、
2
0
0
円
程

度
。

問　

利
用
優
先
順
位
は
。

ま
た
利
用
に
関
す
る
調
整

会
議
の
開
催
は
。

答　

市
の
行
事
、
自
治
会

の
行
事
、
体
育
協
会
、
一

般
利
用
者
の
順
と
す
る
。

指
定
管
理
で
の
運
営
を
予

定
し
て
お
り
、
公
募
の
際

に
は
利
用
に
関
す
る
調
整

会
議
の
開
催
を
要
件
に
入

れ
た
い
。　

問　

利
用
料
の
変
更
は
。

答　

周
辺
自
治
体
を
参
考

に
し
な
が
ら
設
定
し
た
い
。

〈
教
育
総
務
課
〉

問　

教
員
の
時
間
外
業
務

の
多
さ
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
。
教
育
委
員
会
で
の

実
態
把
握
は
。

答　

具
体
的
な
実
態
調
査

の
た
め
、
本
年
5
月
か
ら

教
員
個
々
の
自
己
管
理
に

よ
る
出
退
勤
デ
ー
タ
の
作

成
を
開
始
し
た
。人工芝化される予定の農村公園多目的グラウンド

学校給食センター説明会のようす（玉穂南小学校）
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産
業
土
木
常
任
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算

〈
建
設
課
〉

問　

市
川
三
郷
町
方
面
か
ら
新
作

興
橋
付
近
へ
流
れ
込
む
道
路
排
水

路
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
詳
細

説
明
を
。

答　

排
水
は
集
水
枡
に
入
り
パ
イ

プ
で
道
路
を
横
断
し
て
お
り
、
雨

が
降
る
た
び
に
集
水
桝
や
パ
イ
プ

に
草
木
等
の
ご
み
が
詰
ま
り
流
れ

な
い
状
況
。
U
字
溝
を
設
置
す
る

こ
と
で
詰
ま
っ
た
場
合
も
草
木
等

の
除
去
が
容
易
に
な
る
。

〈
商
工
観
光
課
〉　
　

問　

空
き
家
バ
ン
ク
の
現
在
の
登

録
数
は
。

答　

物
件
数
は
5
件
、
利
用
希
望

者
数
は
23
名
の
登
録
が
あ
る
。

問　

物
件
数
よ
り
利
用
希
望
者
数

の
方
が
多
い
状
態
の
中
、
移
住
定

住
の
促
進
に
は
空
き
家
バ
ン
ク
を

活
用
し
た
受
け
入
れ
体
制
の
整
備

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
。

答　

空
き
家
対
策
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
う
政
策
秘
書
課
と
も
連
携

し
な
が
ら
物
件
増
加
に
努
め
た
い
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

〈
下
水
道
課
〉

問　

下
水
道
施
設
耐
震
化
工
事
に

つ
い
て
、
西
花
輪
地
区
で
行
う
工

事
の
詳
細
説
明
を
。

答　

西
花
輪
交
差
点
か
ら
県
道
を

南
下
し
、
消
防
学
校
入
口
交
差
点

付
近
ま
で
の
区
間
を
施
工
。
地
震

に
よ
り
地
盤
の
液
状
化
が
発
生
し

た
際
、
マ
ン
ホ
ー
ル
内
の
弁
が
抜

け
、
外
周
の
水
を
マ
ン
ホ
ー
ル
内

に
一
気
に
取
り
込
み
、
周
辺
の
液

状
化
を
抑
制
し
て
マ
ン
ホ
ー
ル
の

浮
上
を
防
ぐ
工
法
。
耐
震
設
計
化

以
前
の
施
設
で
、
避
難
路
及
び
緊

急
物
資
輸
送
路
等
の
重
要
路
線
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め

今
回
予
算
計
上
し
た
。

厚
生
常
任
委
員
会

国
民
健
康
保
険
制
度
の
今
後
は

一
般
会
計
補
正
予
算

〈
子
育
て
支
援
課
〉

問　

保
育
園
に
設
置
さ
れ
て
い
る

A
E
D
は
全
職
員
が
使
用
で
き
る

体
制
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

全
職
員
に
対
し
定
期
的
に
研

修
等
を
行
い
体
制
を
整
備
し
て
い

る
。

問　

子
育
て
支
援
総
合
拠
点
整
備

事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

今
年
度
に
基
本
設
計
委
託
、

来
年
度
に
実
施
設
計
と
改
修
工
事

を
予
定
し
て
い
る
。
工
事
は
現
玉

穂
庁
舎
の
各
部
署
が
新
庁
舎
へ
引

越
し
た
後
、
着
手
す
る
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例

〈
保
険
課
〉

問　

国
保
財
政
の
健
全
化
を
目
指

す
中
、
今
回
の
改
正
は
近
い
将
来

の
2
0
2
5
年
問
題
も
見
据
え
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

過
去
の
デ
ー
タ
等
か
ら
試
算

す
る
中
で
決
定
さ
れ
た
。
今
後
も

現
状
や
統
計
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

問　

医
療
費
の
抑
制
も
視
野
に
入

れ
る
べ
き
で
は
。

答　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
基
に

特
定
健
診
を
推
進
、
健
康
増
進
を

図
り
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
た
い
。

問　

加
入
者
へ
の
通
知
等
の
事
務

は
市
で
行
う
の
か
。

答　

加
入
や
賦
課
徴
収
は
市
で
行

い
、
納
付
金
を
県
へ
支
払
う
。

問　

多
額
の
税
金
や
拠
出
金
の
投

入
な
ど
制
度
自
体
が
破
た
ん
し
て

い
る
よ
う
な
状
況
と
感
じ
る
。
将

来
的
な
制
度
に
つ
い
て
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

答　

加
入
者
負
担
で
は
賄
い
き
れ

な
い
中
、
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
・
交
付
金
に
頼
る
状
況
。
医
療

費
の
削
減
が
肝
要
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

〈
子
育
て
支
援
課
〉

問　

支
援
員
の
資
格
要
件
の
緩
和

に
よ
り
人
員
確
保
は
。

答　

4
月
1
日
現
在
、
支
援
員
の

資
格
に
該
当
し
な
い
補
助
員
9
名

を
含
め
運
営
し
て
い
る
。
資
格
要

件
の
緩
和
に
よ
り
支
援
員
が
確
保

し
や
す
く
な
り
、
よ
り
円
滑
に
運

営
で
き
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
た

移
住
者
の
受
入
れ
体
制
は

市のシンボル
（れんげ草・桜・しらさぎ）が
デザインされたマンホール蓋
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※詳細は議会情報のHPをご覧ください。
　https://www.city.chuo.yamanashi.jp/soshiki/gikai/gikai_info/4245.html

あなたの写真が表紙をいろどります。
「市内のイベント」「市内のイベント」です！　奮ってご応募ください。今年度のテーマは

〒409-3892
中央市臼井阿原301-1
中央市議会事務局
e-mail：gikai-boshu@city.chuo.yamanashi.jp

宛　

先

※日程等は定例会前の議会運営委員会にて決定されます。変更される場合がありますのでご了承ください。
●議会は誰でも傍聴できます。（傍聴席36席）
　なお、本会議は田富庁舎1階ロビーでテレビ放映します。お気軽に、傍聴においでください。

第3回定例会は、次のとおりの予定となります。お気軽に、傍聴においでください。平成30年9月定例会の予定

午前10時

午前9時30分

午前9時30分

午前9時30分

午前9時30分

開会

総務教育常任委員会

総務教育常任委員会

厚生常任委員会

厚生常任委員会

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

9月4日

5日

6日

7日

10日

午前9時30分

午前9時30分

午前10時

午前10時

午前10時

産業土木常任委員会

産業土木常任委員会

一般質問

一般質問

閉会

（木）

（金）

（火）

（水）

（金）

13日

14日

18日

19日

21日

　5月29日（火）、群馬県渋川市の議会報編集
委員会の8名が、「議会広報の編集」について、
視察研修に訪れました。田中委員長からの説
明の後、意見を交す中で情報交換も行いました。

視察受入れ
群馬県渋川市議会報編集委員会

各議員におかれましては、市政発展に尽くされ、
その功績が認められたものです。

●全国市議会議長会表彰

・議員15年表彰
　井口　　貢　議員
　福田　清美　議員

・感謝状（全国市議会議長会　地方行政委員）　
　河西　　茂　議長

全国市議会議長会より
表彰されました。表　彰
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山之神

奥山　政一

嫌な思い出
　60年、70年を振り返れば、こんな時代が来るとは
誰もが想像しなかったと思います。近年、国内にお
いては自然災害をはじめ、数多くの事故等がありま
した。早期の復興で元の生活が戻りつつも、日本も
少子高齢化が進み、山梨県の人口は85万人を割り
込みました。
　2町1村が合併して10年余り、中央市は日本一住
みよい市になりました。市民の理解と行政事業計画
に感謝しています。生まれ変わる市の増設庁舎の完
成や、リニア中央新幹線駅が完成した時の交通環
境の変化が楽しみです。中央市もあと2万人ほど増
えれば大きな都市となり、また企業誘致することで
若い人たちが集まり、さらに活気溢れる時代が来る
と思います。
　私はこれから一日一日を大切に、奉仕活動をしな
がらいろんなサークルに参加し、健康で明るい人生
を楽しみたいです。

　私の母は田舎より父の所へ嫁ぎ甲府での生活で
した。しかし、父の妹たちの性格がよくなかったた
めに母はいろいろないじめを受けてしまい、入院を
余儀なくされてしまいました。3歳ころに母親が白衣
を着た人たちに連れて行かれる後ろ姿が今でも目
に焼き付いています。
　学校へ入学してからも母のことでいじめられ大変
でした。両親に学校でのことを伝えれば良かったの
かもしれませんが、私としてはショックで母親の病
が再発することのほうが怖かったため、ぐっと我慢
でした。
　いじめは昔も今も内容、方法は違ってもずっと続
いており、本人のためにも決してプラスにはなりませ
ん。常に相手のこと、逆の立場になり考えればそん
なことはできないはずです。通学路を歩いていると
当時の辛かったころを思い出し、見かける子どもた
ちは大丈夫だろうか、また、私の孫たちはと、何もで
きないがそんなくだらない心配に明け暮れています。
いじめのない楽しい生活、暮らしが送れることを願
っております。

臼井阿原第1

井上　和男

未来ある中央市

編　集　後　記

　6月議会も活発な議論を交わし閉会いたしました。
田植えも終わり、市内は文字通り辺り一面がみどり豊
かな文化都市へと変化していきます。梅雨明けの予測
は平年だと7月21日頃ですが、昨年は7月6日と空梅雨
でした。「入梅」の時期を知ることはとても大事なこと
です。農家にとって雨は大切で、梅雨に雨が少ないと
夏の水不足に直結します。水は命の源です。人間は自
然によって生かされているということを実感します。

「梅の実が熟す頃に降る雨」という意味で、中国の長
江流域で「梅雨」と呼んでいたという説があります。今
年はどんな梅雨になっているでしょうか。実りの秋に
思いを馳せます。　　　　　　　　　　〔田中　清〕

発　行／山梨県中央市議会　　発行人／議会議長　河西　茂　　　編　集／議会広報編集委員会

議
会
広
報

編
集
委
員
会

委　員　長　　田中　　清
副委員長　　木下　友貴
委　　員　　渡辺　　亨　小池　章治
　　　　　　名執　義髙　福田　清美


